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〔米ナスのグラタン〕

グラタン材料

材料 (2人分)

′卜7L

マカロニ

玉ネギ

バター

小麦粉

その他好みで

ベーナス

揚げ油

作

り

方

①
普
通
の
マ
カ

ロ
ニ
グ
ラ
タ
ン
を

つ
く
る
。

②
ナ
ス
は
縦
半
分
に
切
り
、
中
を

く
り
ぬ
い
て
、
皮
と
ナ
ス
の
中

身
を
油
で
揚
げ
る
。

③
グ
ラ
タ
ン
に
混
ぜ
て
、
皮
に
具

を
入
れ
、
オ
ー
ブ

ン
で
こ
げ
め

が
少
し

つ
く
ま
で
焼
く
。

●  ●

●  ●
講  評

野菜ぎらいの子供さんにも、グラタン等にかた

ちを変えると、よろこばれるものです。ナスの食
べ方として、乳製品を合わせて食べやすくなって

いると思います。カロリーから見れば、ちょっと

高くなる面、注意が必要だと思います。
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▽
訂
　
正
　
１
月
号
２
ペ
ー
ジ
今

村
町
長
の
新
年
挨
拶
の
な
か
に
博

物
館
と
あ
る
の
は
、
物
産
館
の
誤

り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

編

集

後

記

△フ
の
季
節
＼
天
気
予
報
と
道
路

情
報
が
気
に
な
る
。
△フ
年
も
暖
が

い
冬
にヽ
な
り
そ
う
だ
な
あ
と
思
っ

て
い
る
と
、
急
に
寒
気
団
の
到
来

で

一
面
雪
景
色
。
我
々
通
勤
族
に

は
、
辛
い
香
節
の
始
ま
り
で
す
。

朝
早
＜
ガ
ら
、
フ
イ
ヤ
の
交
換
や

チ
ェ
ー
ン
の
取
り
付
け
な
ど
バ
タ

バ
タ
。
し
か
し
＼
こ
れ
よ
り
大
変

な
の
ビ
途
中
の
道
程
で
、
神
経
を

研
ぎ
澄
ま
し
、
日
頃
の
運
転
よ
り

更
に
丁
寧
に
運
転
、
疲
れ
ま
す
。

や
は
り
＼
早
め
に
出
勤
し
て
、
時

間
に
余
裕
を
持
っ
て
出
掛
け
る
の

が

一
番
い
い
み
た
い
で
す
。
先
日
＼

道
路
で
凍
結
し
て
い
る
高
森
峠
で
、

ア
台

（私
は
後
ろ
の
方
）
の
車
が

渋
滞
し
て
走
行
し
て
い
る
と
、
い

き
な
り

一
番
前
の
車
が
急
ブ
レ
ー

キ
。
車
び
少
し
横
に
向
き
、
後
ろ

の
車
は
大
慌
て
。
人
事
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
瞬
ひ
や
り
。

皆
さ
ん
も
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い

っ
ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に

し
ま
す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の

薫
る
潤
い
の
あ
る
町
に
し

ま
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供

の
夢
を
育
て
華
せ
な
町
に

し
ま
す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振

興
し
活
力
あ
る
町
に
し
ま

す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
心

身
を
き
た
え
健
全
な
町
に

し
ま
す
。

▲消防車バレード

人□の動き
(1月 1日現在)
世帯数 2,530( 2
男  3,919( 4
女  4,278( 3
総 数 8,197(フ

おめで

赤 ち や ん

たんじよう

甲斐 雄仁ちゃん
(高 森)11・ 27生
津留  葵ちゃん
(高 森)12・ 3生
石井 李奈ちゃん
(高 森)11・ 29生
工藤 道太ちゃん
(永野原)11・ 30生

重野 貢寛ちゃん

/西田 忠洋 永野原・小楢木 、。 ^
奥`村 聡子 下益城郡豊野村 ~ 

ツ

r牛嗚 高秋 高森・上在 19。 ,″
光`木美代子 高森・冬野 ~ ~^

8三 l;%げます敬称略壇筵≧

森)12・ 10生 協 子
美咲ちゃん 道 治
部)12・ 23生  真由美

月冒ミ 灯

がとうございました (敬称略)

〈香典返 し〉自石冨忠、谷川 ミチ、田

上克博、佐伯隆昌、古澤盛敏

〈病気見舞返礼〉後藤語

(敬称略)

(住所)

河 原

工局 森

森

(1993.12月 受付分)

さんの二男

さんの二女

さんの長女

さんの二男

さんの二男

さんの長女

すえなが<
あしあわせに

秀 一
公 恵
智 幸
志 麻
幸 喜
千 穂
安 夫
せつみ

新一郎

(遺族 )

白石 冨忠
田上  方
古澤 盛敏
佐伯 隆昌

(死亡者)(年齢)

白石ナミエ 82

田上 ――男 80
古澤エツ子 67
佐伯 春子 87

(14)(1)
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知 ら せ

皮
の
ジ
ヤ
ン
パ
ー
や
皮
の
コ
ー

ト
、
皮
の
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
な
ど
の
皮

革
の
衣
料
品
は
、
家
庭
で
の
手
入

れ
が
本
綿
や
化
繊
の
衣
料
に
比
ベ

て
や

っ
か
い
で
す
。

皮
の
弱
点
は
、
熱
と
水
で
す
。

五
十
度
を
越
え
る
熱
に
当
た
る
と
、

硬
く
な

っ
た
り
、
縮
ん
だ
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
気
に
も
弱

く
、
湿
気
を
も

つ
と
表
面
に
カ
ビ

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
皮

革
衣
料
品
が
雨
に
当
た

っ
た
ら
す

ぐ
に
ふ
き
取
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
汚
れ
や
染
み
も
、
カ
ビ
の
発
生

原
因
に
な
り
ま
す
。
外
出
先
か
ら

帰

つ
て
き
た
ら
、
時
間
を
お
か
ず

に
皮
を
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
す
る
か
、

柔
ら
か
い
布
で
ふ
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
え
り
や
そ
で
口
は
汚
れ

や
す
い
の
で
、
丁
寧
に
ふ
い
て
く

だ
さ
い
。
眼
鏡
の
レ
ン
ズ
ふ
き
用

溶
か
し
、
水
溶
液
に
浸
し
た
タ
オ

ル
を
固
く
絞
り
、
少
し
ず
つ
丁
寧

に
ふ
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
固
く
絞

っ
た
濡
れ
タ
オ
ル
で
、
そ
の
後
を

乾
い
た
タ
オ
ル
で
よ
く
ふ
き
ま
す
。

皮
革
専
用
の
ク
リ
ー
ナ
ー
で
も

汚
れ
を
落
と
せ
ま
す
が
、
色
落
ち

―
を
し
て
、
防
虫
剤
と
乾
燥
剤
を

入
れ
て
、
洋
服
ダ
ン
ス
に
か
け
て

お
き
ま
し
よ
う
。

と
き
ど
き
タ
ン
ス
か
ら
出
し
て

陰
干
し
を
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、

梅
雨
の
と
き
は
ジ
メ
ジ
メ
し
て
い

ま
す
。
皮
革
衣
料
品
は
湿
気
に
弱

い
で
す
か
ら
、
陰
干
し
だ
け
で
な

く
、
表
面
を
乾
い
た
布
で
ふ
き
、

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

得
又
は
山
林
所
得
の
あ
る
自
色
申

告
者
の
方
は
、
確
定
申
告
書
に
「収

支
内
訳
書
」
を
添
付
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

個
人
事
業
者
の
消
費
税
の
確
定

申
告
と
納
付
期
限
は
、
二
月
二
十

一
日
で
す
。

土
曜
日
は
、
す
べ
て
閉
庁
日
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
阿
蘇
税
務
署

（
８
０
９
６
７

・
２
２

・
０
５
５

１
）
や
税
務
相
談
室

（
８
０
９
６

・
３
５
４

・
８
６
４
２
）
に
お
気

軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

２

月

２０

日

２

月

２７

日

み
な
み
阿
蘇

ク
リ
ニ
ッ
ク

圏
⑦
２
０
３
０

藤

本

医

院

圏
⑦
０
０
２
０

平

田

医

院

恐
②
０
２
１
６

馬

原

内

科

医
院

圏
②
０
６
４
６

３
月
６
日
　
東
　
　
医
　
　
院

圏
②
０
３
０
９

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
　

（②
１
２
２
２
２
）

草
　
部

。
社
　
倉

皮

の
弱
点
は
熱
と
水

の
布
を
使
う
と
効
果
的
で
す
。

少
し
く
ら
い
の
汚
れ
で
し
た
ら
、

ま
ず
固
く
絞

っ
た
濡
れ
タ
オ
ル
で
、

そ
の
後
、
乾
い
た
タ
オ
ル
で
よ
く

ふ
い
て
く
だ
さ
い
。
ひ
ど
い
汚
れ

を
落
と
す
に
は
、
水

一
リ
ッ
ト
ル

に
液
体
中
性
洗
剤
小
さ
じ
半
分
を

の
危
険
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
皮
革

に
合
う
か
ど
う
か
を
必
ず
試
し
て

か
ら
使
用
し
ま
し
よ
う
。

皮
革
衣
料
品
の
保
管
で
す
が
、

型
崩
れ
を
し
な
い
よ
う
に
し
、
湿

気
を
含
ま
せ
な

い
こ
と
が
大
切
で

す
。　
ハ
ン
ガ
ー
に
か
け
、
布
カ
バ

芹
　
口
　
正

樹

さ

ん
囲

温泉館完成予想図

●  ●

●  ●

☆ 仕事は楽しいですか
工場が建ち上がったばかりなので、一

生懸命に頑張ろうと思っています。今は

ロボット溶接の仕事をしていますが、溶

接以外にも何でもやれるようになりたい。

☆ 今、 いちばんや りたいことは

旅行やスキーに行ってみたい。

☆ どんな町 |こなつてほしいですが

観光名所を多く作って、少しでも多く

の人が町に集まるようになってほしいと

児臥う。

建設着エ
今
年
の
秋
オ
ー
プ

ン
を
目
指
し
て

新
し

い
観
光

の
拠
点

に

本
町
は
、
阿
蘇
火
山
帯
に
位
置

し
な
が
ら
、
今
日
ま
で
温
泉
源
は

存
在
し
な
い
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
周
辺
町
村
を
は
じ

め
県
下
各
地
に
お
い
て
温
泉
掘
削

が
行
わ
れ
、
余
暇
の
増
加
及
び
温

泉
の
ブ
ー
ム
に
伴

っ
て
脚
光
を
浴

び
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
及

び
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
実
行
委
員

会

の
答
申
に
基
づ
き
、
国
民
休
暇

村
周
辺
の
泉
源
調
査
を
実
施
。
そ

の
結
果

「湯
量

・
温
度
と
も
に
有

望
で
あ
る
」
と
の
調
査
結
果
を
得
、

温
泉
掘
削
に
着
手
。
昨
年
二
月
に

は
毎
分
約
二
百
リ

ッ
ト
ル
、
温
度

４３
度
の
泉
源
を
掘
り
あ
て
ま
し
た
。

本
町
の
永
年
の
夢
を
実
現
し
、

町
民
の
福
社
の
向
上
と
、
南
阿
蘇

国
民
休
暇
村
に
並
ぶ
新
し
い
観
光

の
拠
点
と
す
る
た
め
、
町
で
は
、

一
月
二
十
五
日
に
温
泉
館
建
築
工

事
を
入
札
、
二
十
七
日
に
は
臨
時

議
会
を
開
催
。
温
泉
館
建
築
工
事

の
請
負
契
約
締
結
の
議
決
を
受
け
、

待
望
の
温
泉
館
建
設
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

温
泉
館
は
、
阿
蘇
五
岳
、
特
に

根
子
岳
の
も

つ
雄
大
さ
、
優
れ
た

眺
望
、
自
然
環
境
の
利
点
を
生
か

し
、
自
然
的
条
件
を
十
分
考
慮
し

た
施
設
で
、
建
物
の
総
面
積
が
千

九
百
六
十
四

・
七
三
平
方
＝
の

一

部
三
階
建
て
と
な

っ
て
お
り
、
山
村

広
場
に
隣
接
し
て
建
設
さ
れ
ま
す
。

施
設
の
内
部
は
、
大
浴
場
、
身

障
者
用
浴
室
二
室
、
家
族
用
浴
室

三
室
、
休
憩
室

（大
広
間

・
個
室

三
室
）
、
ラ
ウ
ン
ジ
、
ト
レ
ー

ニ
ン

グ
ル
ー
ム
、
な
ど
が
設
け
て
あ
り

ま
す
。
大
浴
場
は
ズ
バ
イ
ブ
ラ
バ
ス

・

ジ

ェ
ッ
ト
バ
ス
）
、
水
浴
槽
、
サ
ウ

ナ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
浴
、
超
音
波
浴

槽
、
ボ
デ
イ

・
シ
ャ
ワ
ー
、
低
温

浴
槽
等
を
備
え
、
露
天
風
呂
に
は

う
た
せ
湯
、
歩
行
浴
槽
を
備
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
、
障
害

者
等
の
利
便
さ
を
考
慮
し
て
い
ま

す
。今
年
の
秋
に
は
竣
工

・
オ
ー
プ

ン
の
予
定
で
、
本
町
の
新
し
い
観

光
の
拠
点
と
し
て

「観
光

・
福
祉

型
の
温
泉
館
」
が
誕
生
し
ま
す
。

2
月
13
日

2
月
11

日

診療は午前 9

時から午後 5

時まで

皮
革
衣
料
品
の

手
入
れ

■勤務先

■趣 味
■血液型

早川製作所熊本工場

ドライブ

元気な0型
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お 知 ら せ

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
２
月
２３
日

（水
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

日
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

中
会
議
室

熊
本
県
で
は
、
女
性
の
視
点
か

ら
県
政
を
捉
え
、
広
報
活
動
に
参

加
し
て
い
た
だ
く
、
県
内
に
お
住

ま
い
の
２０
歳
以
上
の
女
性
を
対
象

に
、
平
成
６
年
度

「く
ま
も
と
女

性
特
派
員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

主
な
仕
事
は
、
県
の
主
要
事
業

の
取
り
組
み
、
施
設
な
ど
を
取
材

し
て
県
広
報
誌
「く
ま
も
と
の
風
」

や
県
政
広
報
番
組
な
ど
を
通
し
て
、

広
報
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
募
集
期
間
／
２
月
１
日

（火
）

か
ら
２
月
２１
日

（月
）
当
日
消
印

有
効

．

■
募
集
人
員
／
６
名
（任
期
１
年
）

■
応
募
方
法
／
履
歴
書
１
通
と
応

募
理
由
を
４００
字
詰
め
原
稿
用
紙
２

枚
以
内
に
ま
と
め
た
も
の
を
、

〒
８
６
２
　
熊
本
市
水
前
寺
６
１

１８
１
１
熊
本
県
広
報
課

「く
ま
も

と
女
性
特
派
員
募
集
係
」
ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
熊
本
県
広
報

課

（
８
０
９
６

・
３
８
３

。
１
１

１
１
内
線
３
１
３
４

・
３
１
３
４
）

選
考
結
果
は
、
４
月
上
旬
ま
で

に
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

熊
本
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん

か
ら
県
政
に
対
す
る
御
意
見
、
御

要
望
等
を
幅
広
く
お
伺
い
し
、
県

の
施
策
に
生
か
す
た
め
、
平
成
６

年
度

「県
政
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

県
政
に
関
心
が
あ
り
積
極
的
な

御
意
見
を
お
持
ち
の
方
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

応
募
資
格
は
、
満
２０
歳
以
上
で

県
内
に
お
住
ま
い
の
方

（常
勤
の

公
務
員
、
行
政
委
員
会
の
委
員
、

議
会
議
員
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
）
。

な
お
、
３
期
連
続
で
モ
ニ
タ
ー
に

な
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

応
募
の
理
由
を
４００
字
詰
め
の
原

稿
用
紙
１
枚
に
ま
と
め
て
、
住
所

・
氏
名

（ふ
り
が
な
）

。
年
齢

・

職
業

・
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

２
月
２８
日
（月
）
〈当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
〒
８
６
２
　
熊
本
市
水
前

寺
６
１
１８
１
１
熊
本
県
広
報
課
「県

政
モ
ニ
タ
ー
募
集
」
係

へ
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
熊
本
県
広

報
課

（
８
０
９
６

・
３
８
３

・
１

１
１
１
内
線
３
１
３
４
）
ま
で
。

二
階

●  ●

●  ●

所
得
税
の
確
定
申
告
は

正
し
く
お
早
め
に

平
成
五
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
申
告
期
限
は
二
月
十
五

日
で
す
が
、
期
限
間
近
に
な
り
ま

す
と
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
、
長

時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ

と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、
で

き
る
だ
け
税
務
署
か
ら
指
定
さ
れ

た
相
談
日
に
出
掛
け
、
確
定
申
告

は
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

年
度
末
の
引

っ
越
し
シ
ー
ズ

ン

が
近
づ
く
と
、
ア
パ
ー
ト

・
借
家

の
転
居
に
伴
い
、
例
え
ば
敷
金
の

返
還
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し

ま
す
。
ま
た
、
公
定
歩
合
が
史
上

最
低
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
住
宅

を
取
得
す
る
動
き
が
こ
れ
か
ら
活

発
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で

「借
地
借
家

・
不
動
産

契
約

一
一
〇
番
」
を
設
置
し
、
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
実
施
期
間
／
２
月
２１
日

（月
）

か
ら
２５
日

（金
）
の
午
前
８
時
３０

分
か
ら
午
後
５
時
１５
分
。

■
電
話
番
号
／
０
９
６

・
３
５
４

・
４
８
３
５

（熊
本
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
）

ま
た
、
確
定
申
告
書
は

「申
告

書
の
書
き
方
」
や

「所
得
税
の
確

定
申
告
書
の
手
引
き
」
を
参
考
に

し
て
、
昨
年

一
年
間
の
所
得
と
税

額
を
正
し
く
計
算
し
て
記
載
し
、

お
早
め
に
申
告
と
納
税
を
行

っ
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
事
業
所
得
、
不
動
産
所

と当

所得税の確定申告

(2月 16日 ～ 3月 15日 )

年

　

金

く

ま

も

と

女

性

特

派

員

aD4 )t- L [I6il

防犯連絡所は、安全で住み良い郷

土を作るため、地域の皆さんの助け

あいの中心となるために、高森警察

署が責任者を委嘱したものです。本

町の防犯連絡所責任者は次の方々で

す。 (敬称略 )

民 夫
喜代臣

光 秋

永野原

矢津田

藤

崎

上

辺

辺

下

田

藤

藤

斐

藤

上

　

林

伯

石

斐

子

佐

木

田

渡

渡

岩

本

佐

佐

甲

工

田

森

鶴

佐

二

甲

森

　

　

　

　

　

見

見

留

　

尻

下

原

　

部

切

山

〃

〃

〃

〃

〃
色

　

　

″
　

　

　

〃

高

　

　

　

　

　

上

色

津

　

野

尾

河

　

草

下

菅

茂

廣

仔

一
人

之

久

押

三

六

典

喜

顕

誠

佐

　

　

　

　

　

　

　

十

真

　

　

研

幸

武

末

日

七

正

寿

誠

　

一

② -0022

② -0228

② -0250
(|121111111-0275

②-0387

② -3007
111211-0234

② -0321

0-0013
1 ‐、12′||-0636

‐31-0176
(3-0674
(Э -0225
111131-0462

(4)-0959

(ζじ,-0074

④-0712

0982

75-1136

④ -0501

裁

明英

斐

日

甲

本

県
政
モ
ニ
タ
ー

休憩室

巨亜□

睡二匠□ [重2ヨ]「
到
国
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巨亜コ

ラウンジ
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一
階

借
地
借
家

・
不
動
産
契
約

一　

一　
〇

番

十

八 ホL

〈一般入札関係〉

①高森自然公園給水施設工事 1工区

(工期 平成 5年 12月 24口 ～平成 6年 3月 25日 )
15,862,000円    Ⅲ藤  本  組

②高森自然公園綸水施設工事 2工区

(工期 平成 5年 12月 24日 ～平成 6年 3月 25日 )
8,137,000円   |1莉 明電舎九州支店

③林道越敷線災害復旧工事

(工期 平成 6年 1月 4日 ～ 3月 25日 )
5,953,400円   閣古 沢 建 設

④水上川災害復旧工事

(工期 平成 6年 1月 15日 ～ 3月 25日 )
9,640,000円   1樹古 沢 建 設

〈温泉館建設入札関係〉

⑤高森町温泉館建築主体工事

(工期 平成 6年 1月 27日 ～10月 20日 )
561,350,000円   開建  吉  組

⑥高森町温泉館電気設備工事

(工期 平成 6年 1月 27日 ～10月 20日 )
72,975,500円   Ⅲ飯 塚 電 機 工業

⑦高森町温泉館機械設備工事

(工期 平成 6年 1月 27日 ～10月 20日 )
132,659,880円   m日 産設備 工業

③高森町温泉館空調設備工事

(工期 平成 6年 1月 27日 ～10月 20日 )
57,680,000円  閉九電工南阿蘇営業所

所
”彎
税

確^
定
中
告

は

（う
日
』

曰
〓
で
」

2/15日 (火 )2/25日 (金)3/7日 (月 )時間 9時～15時 (12)(3)

|

結 匝≡ヨビ凶



正しい申告をお早めに

平
成
五
年
分
の
所
得
税
、
贈
与
税
の
確
定
申
告
と
納
税
、
平
成
六
年
度
の
町
県
民

税
と
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

本
町
で
は
、
下
記
日
程
表
に
よ
り
申
告
の
受
け
付
け
と
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
。

申
告
を
さ
れ
な
い
と
所
得
証
明
、
扶
養
証
明
な
ど
の
各
種
証
明
が
発
行
で
き
な
い
ほ

か
、
各
種
控
除
が
認
め
ら
れ
な
い
な
ど
不
利
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
指
定
期
日

に
必
ず
申
告
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

町

県

民

税

け
よ
う
と
す
る
人

所
得
税

・
贈
与
税

町
県
民
税
は
、
住
民
税
と
も
い

わ
れ
、
私
た
ち
の
最
も
身
近
な
税

金
と
し
て
、
町
民
生
活
の
向
上
に

直
接
活
用
さ
れ
る
重
要
な
財
源
で

す
。申

告
が
必
要
な
人

▼
農
業
や
商
店
な
ど
を
経
営
し
て

い
る
人

（所
得
の
多
少
に
か
か
わ

ら
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
以
外
の
所
得

が
二
十
万
円
以
下
で
、
確
定
申
告

を
要
し
な
い
人

▼
昨
年
中
に
退
職
し
た
人
で
、
今

年

一
月

一
日
現
在
就
職
し
て
い
な

い
人
▼
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
昨
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
基

礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控

除
な
ど
の
所
得
控
除
の
額
を
超
え

る
人
②
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
で
、
給
与
の
年

収
が
千
五
百
万
円
を
超
え
る
人
や
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所

得
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人

平
成
五
年
分
の
所
得
税
と
贈
与

税
の
申
告
と
納
税
は
二
月
十
五
日

ま
で
、
ま
た
個
人
事
業
者
の
消
費

税
の
申
告
は
二
月
二
十

一
日
ま
で

で
す
。
納
税
者
の
皆
さ
ん
―
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

鯰 瘍 瘍 瘍 瘍 鰊 瘍 鸞

始
ま
り
ま
す

所
得
税
、
町
県
民
税
申
告

平成 6年度納税相談日程表

●

●  ●

●
担
任
の
オ
藤
久
雄
先
生
か
ら
…
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
楽
し
そ
う
で
す
ね
。
顔
の
表
情
が
と
て
も
い
い

と
思
い
ま
す
。

題「木のばり」

4年

住吉 隆臣 くん

担任のオ藤ス雄先生から…本のぼりの楽し

いようすがよ<表されています。登つてい

る人が一人ひとり違うところがいいと思い

ます。

題「みんなで楽しく
バスケット」

3年

安方 理咲 さん

持
参
す
る
も
の

１
、
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
申

告
書
を
お
持
ち
の
方
は
、
そ
の
「申

告
書
」
と

「印
鑑
」

２
、
給
与
な
ど
の
あ
る
方
は

「源

泉
徴
収
票
」

３
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は

「支
払

っ
た
医
療
費
の
領
収
書
、

明
細
書
、
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
た
金
額
の
明
細
書
」

４
、
生
命
保
険
料
控
除
の
あ
る
方

は
「支
払
い
保
険
料
の
証
明
書
（
一

契
約
九
千
円
超
の
も
の
）
」
　

　

　

に

５
、
損
害
保
険
料
控
除
の
あ
る
方

は

「支
払
い
保
険
料
の
証
明
書
」

６
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受

け
る
方
は

「登
記
簿
謄
本
」
。
「住

民
票
の
写
し
」
。
「売
買
契
約
書
」

ま
た
は

「請
負
契
約
書
」

。

「住

宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年

末
残
高
証
明
書
」

７
、
雑
損
控
除
を
受
け
る
方
は
「損

害
を
受
け
た
住
宅
家
財
の
明
細
書
」

肥

後

狂

句

（阿
蘇
御
神
火
会
）

足
ら
ん
　
外
米
で
餅
つ
か
な
ん
か

よ
か
話
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
こ
り
ま
し
た

御
馳
走
さ
ま
　
孤
独
の
俺
に
や
酷
ば
い
た

御
馳
走
さ
ま
　
紅
葉
の
如
た
る
手
で
拝
み

足
ら
ん
　
種
糎
確
保
で
き
る
か
な

未
開
拓
　
漢
方
薬
は
無
尽
蔵

未
開
拓
　
さ
ろ
い
た
甲
斐
の
あ
る
保
険

欠
け
て
　
唐
三
彩
と
寝
込
ま
し
た

大
詰
め
　
王
は
裸
で
逃
げ
回
り

よ
か
話
　
名
刺
代
り
に
持
参
し
た

Ｌ
卜
ｒ

句

劇
フ

町
は
町
里
も
里
な
り
師
走
風

し
ん
じ
ん
と
星
輝
き
て
年
明
け
ぬ

刺
持
ち
て
触
る
る
勿
れ
と
ボ
ケ
の
花

南
無
の
碑
に
香
煙
流
れ
冬
日
落
つ

七
草
や
か
ゆ
研
ぐ
水
の
音
軽
し

餌
足
る
や
昨
日
の
続
か
初
雀

嫁
む
か
え
初
孫
生
れ
屠
蘇
祝
う

見
送
り
の
雑
踏
の
中
悲
喜
の
春

年
忘
れ
根
子
紫
に
暮
れ
な
ず
む

林
田
岡
本
浦
塚
松
野
熊
川
篠
田

（河
原
す
す
き
野
句
会
）

堀
田
　
蘇
仙

馬
原
　
馬
笑

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

森
　
　
正
六

後
藤
や
よ
い

阿
部
タ
ツ
エ

後
藤
　
法
龍

本
田
　
訓
子

後
藤
　
チ
エ

本
田
　
初
雄

森
　
　
政
隆
　
Ｄ

後
藤
あ
ら
し

凡 豊 笑 南 琴 一
才 泉 声 天 司 声

色 見 小 学 校

月   日
地   区   名

会  場  名
9時～11時 13時～15時

2月 16日 1水 ) 天神 ・ 上 町 森

旧 高 森 保 健 所
2-007417日 困 横 町 下 町

18日

“

滅 旭 通 冬 野 ・ 津 留

21日 (月 )

所 得 税・消 費 税
確定申告・納税相談 林業総合センター

(内 線 197・ 198)

22日 υ0

23日 困

24日 レ0

25日 僣υ 上 在 村 山 ・ 昭 和

28日 (月 ) 草部 (社倉) 草部 (社倉以外 )
草部
基幹集落センター

4-0802
3月 1日 t火) 芹 口 菅 山

2日 υЮ 永  野  原 下 切

3日 困 津  留  1 津  留  2 野尻林業センター
5-0802

4日 0 野  尻  1 野尻 2・ 尾下 1
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人
権
作
文

「地
鳴
」
か
ら

わ
た
し
は
、
み
ん
な
と
い
け
な

い
こ
と
や
い
や
だ

つ
た
こ
と
を
話

し
合

い
ま
し
た
。

わ
た
し
も
、
人
に
い
じ
わ
る
を

し
た
こ
と
も
あ
る
け
ど
、
人
に
や

さ
し
く
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
は
ち
ゅ
う
い
さ
れ
て
も
な

お
さ
な
か

っ
た
け
ど
、
今
か
ら
は

い
わ
れ
な
く
て
も
、
自
分
か
ら
人

に
い
じ
わ
る
す
る
の
を
な
お
し
て

い
き
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
み
ん
な
と
な
か
よ
く

し
ま
す
。
高
学
年
の
人
と
も
な
か

よ
く
し
た
い
で
す
。

い
つ
も
た
か
し
く
ん
は
、
人
に

わ
る
口
を
い
わ
れ
て
い
る
け
ど
、

わ
た
し
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
な
い
と
き

に
は
、
た
か
し
く
ん
が
、
「り
か
ち

や
ん
の
う
ち
で
あ
そ
ぼ
」
と
、
い

っ
た
り
し
て
と
て
も
や
さ
し
い
で

す
。い
っ
し
よ
に
帰
る
と
き
に
、
「に

も

つ
も

っ
て
や
る
よ
」
と
、
ゃ
さ

し
く
し
て
く
れ
ま
す
。

わ
た
し
は
、
た
か
し
く
ん
の
心

が
す
き
で
す
。
た
か
し
く
ん
は
や

さ
し
く
て
、
人
か
ら
い
わ
れ
な
く

て
も
自
分
か
ら
何
で
も
し
て
く
れ

る
か
ら
で
す
。

で
も
、
わ
た
し
も
お
ね
え
ち
ゃ

ん
と
い
っ
し
よ
に
い
る
と
き
、
お

ね
え
ち
ゃ
ん
と
た
か
し
く
ん
が
い

や
が
る
こ
と
を
い
っ
た
こ
と
が
あ

る
の
で
、
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
か
ら
は
、
お
ね
え
ち
や
ん
が

い
つ
て
も
ち
ゅ
う
い
し
て
、
自
分

も
い
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
も

し
、
た
か
し
く
ん
が
い
わ
れ
て
い

た
ら
、
い
つ
て
い
る
人
に
ち
ゅ
う

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
は
、
友
だ
ち
と
と
き
ど

き
け
ん
か
も
す
る
か
も
し
れ
な
い

け
ど
、
そ
の
と
き
は
、
ち
や
ん
と

あ
や
ま
り
ま
す
。

い
や
な
こ
と
を
さ
れ
た
ら
、
ど

ん
ど
ん
い
い
か
え
す
よ
う
に
ど
り

ょ
く
す
れ
ば
、
あ
い
て
も
わ
か
つ

て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
も
、
高
学
年
の
人
と
も

な
か
よ
く
し
て
く
だ
さ
い
。

い
↓
」P
Cヽ

か

り

の
ちp

し

こ

色見小学校 3年

村上 りかさん

●  ●

●  ●

マスコットキヤラクターの

愛 称 募 集

「高
森
町
」
の
新
し
い
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
決
ま
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

愛
称
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
資
格
／
ど
な
た
で
も
何
度
で
も
応
募
で
き

ま
す
。
は
が
き

一
枚
に
つ
き
、
１
点
の
名
前
を
書

い
て
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
名
前
、
学
校
名
ま
た

は
職
業
、
学
年
、
電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
書
い
て

く
だ
さ
い
。

◇
応
募
締
切
り
／
平
成
６
年
３
月
３１
日

（当
日
消

印
有
効
）

◇
発
　
表
／
平
成
６
年
６
月
広
報

「た
か
も
り
」

及
び
熊
日
新
聞
で
発
表

◇
送
り
先
／
〒
８
６
９
１
１
６
　
阿
蘇
郡
高
森
町

大
字
高
森
２
１
６
８
番
地
　
高
森
町
役
場
企
画
課

「愛
称
募
集
係
」

◇
審
　
査
／
厳
正
な
審
査
を
行
い
、
優
秀
な
作
品

に
は
賞
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

◇
表
　
彰
／
最
優
秀
賞
…
…
１
名
（５
万
円
相
当
）

同
じ
愛
称
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
３
名
様

に
賞
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

応
募
者
全
員
の
中
か
ら
抽
選
で
５０
名
様
に
記
念

品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

最
優
秀
賞
の
方
に
は
、
直
接
ご
本
人
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

応
募
作
品
は
、
お
返
し
い
た
し
ま
せ
ん
。
な
お
、

採
用
作
品
に
つ
い
て
の
法
律
上
の

一
切
の
権
利
は

高
森
町
に
帰
属
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
役
場
企
画
課
、
「愛
称
募

集
係
」

へ

（
雷
②
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
）

農
業
委
員
会
だ
よ
り

共
通
す
る
基
本
的
な
要
件
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
の
資
格
要
件

と
が
あ
り
ま
す
。

田
共
通
の
資
格
要
件

①
　
国
民
年
金
の
第

一
号
被
保

険
者

（会
社
勤
め
の
人
、
及

び
そ
の
配
偶
者
以
外
の
人
等
）

②
　
六
十
歳
に
達
す
る
前
月
ま

で
の
被
保
険
者
期
間
等
が
二

十
年
以
上
で
あ
る
こ
と
。

｛被
保
険
者
期
間
の
中
に

は
農
業
者
年
金
の
加
入
期
間

の
ほ
か
、
短
期
被
用
者
年
金

期
間
、
農
林
漁
業
団
体
役
員

期
間
、
特
例
事
業
所
期
間
、

特
定
配
偶
者
期
間
、
特
定
被

用
者
年
金
期
間
、
農
業
生
産

法
人
構
成
員
期
間
ズ
こ
れ
ら

の
期
間
は
資
格
期
間
と
し
て

の
み
カ
ウ
ン
ト
し
、
年
金
額

の
算
定
基
礎
に
は
含
め
な
い

た
め
、
「カ
ラ
期
間
」
と
い
い

ま
す
）
を
合
算
し
た
期
間
を

い
い
ま
す
｝

②
個
別
の
資
格
要
件

①

「当
然
加
入
」

○
農
業
経
営
主

自
分
名
義
の
農
地
等
の
面

積
が
五
十
げ
‐
以
上
あ
る
農
業

経
営
主
。

②

「任
意
加
入
」

○
農
業
経
営
主

自
分
名
義
の
農
地
等
の
面

積
が
三
十
げ‐
以
上
五
十
”
‐未

満
で
、
年
間
の
農
業
労
働
時

間
が
七
百
時
間
以
上
あ
る
農

業
経
営
主
。

○
農
業
生
産
法
人
の
構
成
期
間

農
業
生
産
法
人
の
常
時
従

業
者
で
あ
る
構
成
員
で
、
法

人
名
義
の
農
地
等
の
面
積
を

構
成
員
で
割

っ
た

一
人
当
た

り
の
面
積
と
自
分
名
義
の
農

地
等
の
面
積
の
合
計
が
五
十

げ
‐
以
上
で
あ
る
者
。

○
後
継
者
当
然
加
入
資
格
者
及
び
前

記
の
任
意
加
入
資
格
を
持
つ

農
業
経
営
主

・
農
業
生
産
法

人
構
成
員
に
つ
い
て
、
こ
れ

ら
の
直
系
卑
属
の
う
ち
経
営

主
が
農
業
後
継
者
と
し
て
指

定
し
た

一
人
の
者
。
但
し
、

加
入
申
し
出
の
時
点
で
、
農

業
に
従
事
し
て
い
た
期
間
が

通
算
三
年
以
上
で
あ
る
こ
と
。

(7)

農
業
者
年
金
の
加
入
資
格
に

は
、
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

「当
然
加
入
」
と
、
本

人
の
希
望
に
よ
り
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
る

「任
意
加
入
」
の

二
種
類
が
あ
り
、
こ
の
両
者
に

七
回
目
を
迎
え
ま
し
た
今
回

か
ら
、
農
業
者
年
金
を
詳
細
に

わ
た

っ
て
説
明
致
し
ま
す
。

そ
も
そ
も
農
業
者
年
金
は
、
「農

業
者
に
も
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
並
み

の
年
金
を
」
と
い

う
農
業
者
の
強
い

要
望
で
、
昭
和
四

十
五
年
に
制
度
が

創
設
さ
れ
、
翌
四

十
六
年
よ
り
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
後

継
者
の
育
成
や
規

模
拡
大
を
促
す
仕

組
み
を
備
え
て
お

り
、
農
業
の
構
造

改
革
を
進
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

日
　
加
　
入

テ
リ
ー
さ
ん
に

「す
ご
い
設

備
で
す
ね
」
と
言

つ
た
と
こ
ろ

「機
械
代
は
高
い
の
に
小
麦
は

安

い
ん
だ
よ
」
と
の
返
事
。
小

麦
は
商
品
取
引
所
で
価
格
決
定

さ
れ
、
州
政
府
の
生
産
調
整
も

あ
る
。「こ
こ
は
土
地
が
痩
せ
て
お

り
、
持

っ
て
い
る
土
地
の
半
分

は
休
ま
せ
て
、
毎
年
交
替
で
麦

を
育
て
る
よ
う
に
し
て
い
る
ん

だ
。
ま
た
、
こ
の
あ
た
り
は
雨

が
め

っ
た
に
降
ら
な
い
か
ら
、

小
麦
し
か
つ
く
れ
な
い
ん
だ
」

と
話
は
続
い
た
。

「農
業
と
い
う
の
は

一
番
大

事
な
仕
事
で
す
よ
ね
。
食
べ
物

が
な
け
れ
ば
人
間
は
生
き
て
行

け
な
い
の
だ
か
ら
」
と
話
し
か

け
る
と
「ま

っ
た
く
そ
の
通
り
。

そ
れ
に
、
仕
事
を
始
め
る
の
も

終
わ
る
の
も
自
分
次
第
だ
し
、

だ
れ
の
命
令
も
受
け
な
く
て
い

い
ん
だ
か
ら
」
と

コ
ニ
ー
さ
ん

は
話
し
た
。

後

藤

正

三

一
〇
〇
キ
ロ
の
ス
ピ
ー
ド
で
二

時
間
と
ば
し
て
も
小
麦
畑
は
ま

だ
続
い
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
の

広
さ
の
土
地
を
ア
メ
リ
カ
人
は

耕
し
命
を
育
て
て
い
る
。
フ
ロ

ン
テ
イ
ア
精
神
を
か
い
ま
見
る

気
が
し
た
。

土
地
が
生
き
生
き
と
し
て
い

る
の
を
見
る
の
は
非
常
に
う
れ

し
い
も
の
だ
。
大
げ
さ
に
言
え

ば
、
地
球
の
恵
に
よ
っ
て
人
間

が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
感
ぜ
ず

に
は
お
ら
れ
な
い
。　
一
度
農
業

を
や
め
て
し
ま
え
ば
次
に
始
め

る
の
は
至
難
の
業
だ
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
機
械
が
助

け
て
く
れ
る
が
何
億
と
い
う
お

金
が
要
る
の
も
事
実
だ
。

ロ
ロ
国
仇
ｙ
日

モ
ン
タ
ナ
便
り

フ

ロ
ン
テ

イ
ア

▼′ノヽ
ピ
リ
ツ
P
(5)

大型コンバインによる

麦の刈取り風景

(10)(5)
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勇壮に消防出初め式

決
意
も
新
た
に

大
人

の
仲
間
入
り

新
成
人
の
門
出
を
祝
う
成
人
式
が

一
月
三

日
午
前
十
時
か
ら
、
町
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
八
十

一
人
が
参
加
し
て
成
人
を

祝

い
ま
し
た
。

正
月
休
み
を
ふ
る
さ
と
で
過
ご
そ
う
と
い

う
帰
省
者
も
交
え
、
二
十
歳
を
祝
お
う
と
毎

年
正
月
の
三
日
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

若
者
が
自
ら
の
意
思
、
判
断
、
活
動
に
よ

っ

て
積
極
的
に
社
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
。

式
典
で
は
、
今
村
町
長
が

「自
己
の
行
動

に
責
任
を
持
ち
、
そ
し
て
常
に
高
い
理
想
を

求
め
て
、
皆
さ
ん
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
将
来

の
社
会
に
お
け
る
役
割
を
若
い
情
熱
を
込
め

て
退
し
く
果
し
て
頂
き
た
い
」
と
激
励
。
続

い
て
草
村
県
議
会
議
員
の
祝
辞
の
後
、
参
加

し
た
成
人
者
全
員
に
記
念
品

（
シ
ス
テ
ム
手

帳
）
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
成
人
者
を
代
表
し
て
中

・
祭
場

の
兄
玉
修
さ
ん
が
宣
誓
文
を
読
み
上
げ
、
最

後
に
記
念
行
事
と
し
て
甲
斐
誠

一
さ
ん

（高

森
）
、
住
吉
勝
子
さ
ん

（色
見
）
、
大
村
直
樹

さ
ん

（草
部
）
、
自
石
真
理
さ
ん

（河
原
）
の

四
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
発
表
を
行
い
、
式

典
を
終
わ
り
ま
し
た
。

成
績
と
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次

の
と
お
り
。
（敬
称
略
）

■
通
常
点
検

①
９
分
団

（色
見
）
②
４
分
団

（高
森
）
③
３
分
団

（草
北
）

■
表
彰
者

▼
消
防
庁
長
官
表
彰

瀬
井
義
勝
、
佐
野
廣
実
、
鶴
林
孝

夫
、
後
藤
正
三
、
津
留
康
憲
、
住

吉
義
隆
、
佐
田
成
二
、
後
藤
今
朝

幸
、
谷
川
洋
、
後
藤
重
憲
、
後
藤

則
和
、
本
川
誠
、
住
吉
正
範
、
後

藤
初
巳
、
吉
良
山
賢
吾

▼
県
消
防
協
会
長
表
彰

（功
績
章

固
形
石
け
ん
作
り
に

自
動
撹
拌
機
を
配
付

町
で
は
、
食
用
廃
油
を
利
用
し

た
固
形
石
け
ん
を
作
る
時
に
使
用

す
る
、
自
動
撹
伴
機
を
製
作
、
町

内
七

つ
の
校
区
婦
人
会
に
配
付
し

ま
す
。
固
形
石
け
ん
を
作
る
時
、
苛
性

ソ
ー
ダ
に
水
と
廃
油
を
入
れ
て
約

二
十
分
間
か
き
混
ぜ
ま
す
が
、
こ

の
時
、
高
熱
が
発
生
し
危
険
性
を

伴
う
の
で
、
自
動
撹
伴
機
を
製
作

し
配
付
す
る
も
の
で
す
。

自
動
撹
伴
機
は
、
粗
大
ゴ
ミ
に

出
さ
れ
た
洗
濯
機
の
モ
ー
タ
ー
と
、

子
供
用
自
転
車
の
リ
ム
を
使
用
す

る
な
ど
廃
材
を
利
用
し
て
作
ら
れ

て
い
ま
す
。

勤
続
２０
年
）

岩
下
克
己

（副
団
長
）
ほ
か
５
人

▼
同

（勤
績
章
勤
続
１５
年
）

岩
下
利
博

（機
動
分
団
班
長
）
ほ

か
Ｈ
人

▼
同
阿
蘇
支
部
長
表
彰

本
田
角
義
、
城
井
若
生
、岩
下
健
治

▼
高
森
町
長
表
彰

（勤
続
章
勤
続

１０
年
以
上
）

後
藤
政
藤

（１
分
団
分
団
長
）
ほ

か
２０
人

▼
同

（感
謝
状
）

松
尾
敏
幸
、
佐
伯
信
二
、
穴
見
毅

（防
火
水
槽
建
設
用
地
提
供
）

別
所
の
堤
で
行
わ
れ
た

一
斉
放
水

式典に参加した新成人 (林業総合センター)

華やかな雰囲気の中で行われた成人式

宣誓文を読み上げる見玉さん

●  ●

●  ●

新
春
恒
例
の
消
防
出
初
め
式
が

一
月
十
日
、
高
森
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
、
晴
天
の
も
と
通

常
点
検
や
分
列
行
進
な
ど
が
勇
壮

に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

式
に
先
立
ち
、
午
前
八
時
か
ら

ポ

ン
プ
車
、
小
型
動
カ
ポ

ン
プ
付

き
積
載
車
な
ど
の
車
両
十
九
台
が
、

役
場
か
ら
高
森
小
学
校
ま
で
町
内

を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

午
前
九
時
か
ら
行
わ
れ
た
式
に

は
消
防
団
員

（十
四
分
団
三
百
三

十
二
人
）
、
高
森
中
学
校
少
年
消
防

隊

（四
十
四
人
）
な
ど
三
百
七
十

七
人
が
参
加
。
殉
職
者

へ
の
黙
と

う
、
功
労
者
な
ど
の
表
彰
に
続
き

今
村
町
長
の
式
辞
や
塚
本
団
長
の

訓
辞
、
来
賓
か
ら
の
祝
辞
の
後
、

各
分
団
に
分
か
れ
て
通
常
点
検
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
少
年
消
防
隊
の
応
援
に

中
学
校
か
ら
全
校
生
徒
が
駆
け

つ

け
、
全
員
の
見
守
る
な
か
練
習
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
消
防
車
や
積
載
車
を

従
え
て
の
分
列
行
進
を
行
い
、
別

所
の
堤
に
移
動
。　
一
斉
放
水
を
し

て
終
了
し
ま
し
た
。

377人 の団員が参加した出初め式

団
員

一
人
ひ
と
り
を
点
検
す
る
今
村
町
長

廃材を利用して製作された自動攪拌機

(6)
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●

新
型汁脚
一「ハ
ｒ
レ
濶厖
．る
）多
″
秘矛

壁
に
ぶ
つ
か
つ
た
と
き
が
チ
ャ
ン
ス
　
王
将
谷
川

浩
司

私
が
将
棋
と
巡
り
合

っ
た
の
は
、

五
歳
の
と
き
で
し
た
。
五
つ
上
の

兄
と
の
兄
弟
げ
ん
か
が
す
さ
ま
じ

く
て
、
父
が
将
棋
で
も
や
ら
せ
れ

ば
少
し
は
仲
良
く
な
る
だ
ろ
う
と
、

将
棋
盤
を
与
え
て
く
れ
た
の
が
き

っ
か
け
で
し
た
。

け
れ
ど
も
、
勝
負
を
め
ぐ

つ
て

け
ん
か
は
余
計
ひ
ど
く
な
り
、
父

の
も
く
ろ
み
は
見
事
に
は
ず
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
将
棋

に
魅
せ
ら
れ
た
私

は
、
プ

ロ
棋
士
の

道
を
歩
む
こ
と
に

な
る
の
で
す
。

二
十
歳
で
Ａ
級
八
段
を
と
り
、

翌
年
に
は
、
名
人
位
に
つ
き
ま
し

た
。
迷
い
も
挫
折
も
あ

つ
て
当
た

り
前
の
こ
ろ
に
、
あ
ま
り
に
も
と

ん
と
ん
拍
子
の
ス
テ
ツ
プ
に
、
自

分
で
も
驚
き
ま
し
た
。

タ
イ
ト
ル
は
と
る
よ
り
も

守
る
ほ
う
が
む
ず
か
し
い

名
人
に
な

っ
て
か
ら
が
、
私
に

と

っ
て
試
練
の
始
ま
り
で
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
、
攻
め

一
直
線
で
、

負
け
て
も
と
も
と
と
い
う
開
き
直

り
に
近
い
姿
勢
で
、
対
局
に
臨
む

よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ

つ
た
の
で
す

が
、
今
度
は
挑
戦
者
か
ら
追
わ
れ

る
立
場
で
す
。
そ
の
う
え
、
名
人

に
ふ
さ
わ
し
い
成
績
を
残
さ
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

そ
の
プ
レ
ツ
シ
ヤ
ー
と
焦
り
で
、

こ
こ
ぞ
と
い
う
大
事
な

一
番
に
勝

て
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。

二
年
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
大
先
輩

の
大
山
康
晴
十
五
世
名
人
に
、
「タ

イ
ト
ル
を
と
る
の
は
そ
う
む
ず
か

し
く
な
い
が
、
問
題
な
の
は
そ
れ

を
守
り
続
け
る
こ
と
だ
よ
」
と
言

わ
れ
た
言
葉
の
意
味
が
、
し
み
じ

み
と
分
か

つ
た
の
で
す
。

ど
ん
な
人
生
に
も
、
必
ず
壁
に

突
き
当
た
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

順
風
満
帆
で
進
め
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
肝
心
な
の
は
、
そ
の

壁
に
ぶ

つ
か

っ
た
と
き
の
対
処
の

仕
方
だ
と
思
い
ま
す
。

も
う
自
分
は
駄
目
だ
と
あ
き
ら

め
て
挫
折
し
て
し
ま
う
か
、
そ
れ

と
も
、
逆
境
こ
そ
自
分
に
与
え
ら

れ
た
チ
ヤ
ン
ス
だ
と
踏
み
こ
た
え

る
か
、
そ
こ
で
大
き
く
道
は
分
か

れ
る
と
思
う
の
で
す
。

″
も
う
少
し
辛
抱
す
れ
ば
道
は

開
け
た
の
に
″
と
い
う
こ
と
が
、

よ
く
あ
り
ま
す
。
壁
に
ぶ

つ
か

つ

た
と
き
は
、
チ
ヤ
ン
ス
到
来
―

そ
れ
が
私
の
ひ
と

つ
の
信
条
に
な

り
ま
し
た
。

プ
ロ
は
い
ざ
と
い
う
と
き

実
力
を
発
揮
す
る

ア
マ
チ

ュ
ア
の
棋
士
か
ら
、
「ど

う
し
た
ら
、
将
棋
に
強
く
な
れ
ま

す
か
？
」
と
い
う
質
問
を
よ
く
受

け
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
言
葉
を

裏
返
せ
ば
、
い
か
に
楽
を
し
て
強

く
な
れ
る
か
と
い
う
気
持
ち
が
あ

る
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

将
棋
に
限
ら
ず
、
ど
ん
な
世
界
に

も
、
「努
力
な
し
の
近
道
は
な
い
」

と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
社
会

人
と
し
て
歩
ま
れ
る
皆
さ
ん
、
自

分
の
好
き
な
道
を
職
業
と
し
て
選

び
、
そ
れ
に
邁
進
で
き
る
の
は
、

と
て
も
幸
せ
な
こ
と
で
す
。
け
れ

ど
、
プ

ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
ら

ば
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
実
力
を

発
揮
で
き
な
け
れ
ば
失
格
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
の

地
道
な
努
力
以
外
に
近
道
は
な
い

と
い
う
こ
と
を
、
肝
に
銘
じ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
　

　

（談
）

谷
川
浩
司
さ
ん
略
歴

昭
和
三
十
七
年
四
月
六
日
、

兵
庫
県
神
戸
市
生
ま
れ
。
棋
士
。

王
将
。
昭
和
四
十
八
年
、
十

一

歳
で
若
松
政
和
六
段
に
入
門
。

昭
和
五
十

一
年
、
四
段
に
な
り

プ

ロ
入
り
。
昭
和
五
十
八
年
、

二
十

一
歳
の
と
き
に
、
第
四
十

一
期
名
人
戦
で
加
藤

一
二
三
名

人
を
四
勝
二
敗
で
破
り
、
史
上

最
年
少
の
名
人
位
に
就
い
た
。

平
成
四
年
二
月
で
、
竜
王
、
王

位
、
王
将
、
棋
聖
の
四
冠
王
と

な

っ
た
。
将
風
は
攻
め

一
直
線
。

″
前
進
流
〃
と
い
わ
れ
、
対
戦

相
手
が

「
こ
ん
な
攻
め
が
続
く

わ
け
が
な
い
」
と
感
じ
な
が
ら

負
け
て
し
ま
う
。
タ
イ
ト
ル
獲

得
は
、
全
部
で
十
八
。
そ
の
ほ

か
、
新
人
賞
、
技
能
賞
、
殊
勲

賞
、
最
優
秀
棋
士
賞
な
ど
、
多

数
の
賞
を
受
賞
。　
一
昨
年
秋
に

結
婚
、
神
戸
市
在
住
。

努
力
な
し
の
近
道
は
な
い

●

(7)

む由饉越鶴饉
鑢

魃
‐■

．
　
　
一

●
■
・鍼



徊閻
輻
嘔

町
の
話
題

話題がありま

したら、お知

らせ ください。

総務課

広報統計係

(圏②llll)

白
川
水
系
最
源
流
の
高
森
ト
ン
ネ
ル
を
整
備

高
森
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
周
辺
を

公
園
化
し
て

一
般
に
公
開
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
高
森
～
高

千
穂
間
を
結
ぶ
鉄
道
新
線
建
設
工

事
中
、
ト
ン
ネ
ル
内
で
出
水
事
故

が
発
生
。
工
事
は
中
止
と
な
り
、

現
在
高
森
町
の
水
源
地
ト
ン
ネ
ル

公
園
化
し
て
一
般
に
公
開

後半 1区を力走する選手

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
全
国
分
水
嶺

（界
）
サ

ミ
ッ
ト
の
折
、
参
加
者
な
ど
の
水

源
ト
ン
ネ
ル
視
察
が
あ
り
整
備
し

た
も
の
で
、
ト
ン
ネ
ル
入
り
口
の

池
に
は
錦
鯉
や

マ
ス
が
放
流
し
て

あ
り
ま
す
。
ト
ン
ネ

ル
内
に
は
入

れ
ま
せ
ん
が
、
ト
ン
ネ
ル
入
り
口

ま
で
は
自
由
に
出
入
り
が

出
来
る
よ
う
に
な

っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
程
国
土
庁

が
創
設
し
た

「水
と
の
ふ

れ
あ
い
環
境
整
備
事
業
」

に
全
国
で
八
カ
所
を
整
備

予
定
で
、
こ
の
中
に
本
町

も
含
ま
れ
て
お
り
、
将
来

町
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま

れ
る
親
水
公
園
と
し
て
整

備
す
る
予
定
で
す
。

高
森
チ
ー
ム
総
合
五
位

町
村
対
抗
阿
蘇
山

一
周
駅
伝
大
会

第
十
七
回
阿
蘇
郡
町
村

対
抗
阿
蘇
山

一
周
駅
伝
大

会
が
十
二
月
十
九
日
、
阿

蘇
町
立
体
育
館
横
を
ス
タ

ー
ト

・
ゴ
ー
ル
に
阿
蘇
山

を

一
周
す
る
コ
ー
ス

（１５

区
間
７３

・
３
キ
ロ）
で
行
わ

れ
、
蘇
陽
町
が
４
時
間
５

分
３８
秒
の
タ
イ
ム
で
三
年
ぶ
り
九

度
目
の
総
合
優
勝
。
本
町
チ
ー
ム

は
、
昨
年
よ
り

一
つ
順
位
を
落
と

し
て
５
位
に
終
わ
り
ま
し
た
。

郡
内
陸
上
競
技
の
強
化
並
び
に

長
距
離
選
手
の
育
成
と
底
辺
拡
大

を
図
ろ
う
と
、
郡
陸
上
協
会
が
毎

年
行

っ
て
い
る
も
の
で
、
郡
内
の

十
二
町
村
が
参
加
し
て
健
脚
を
競

い
ま
し
た
。

本
町
チ
ー
ム
は
、
前
半
１
区
を

３
位
と
好

ス
タ
ー
ト
。
５
区
で
は
、

野
尻
計
介
選
手
が
区
間
賞
と
快
走
。

一
時
は
ト

ッ
プ
に
躍
り
出
ま
し
た

が
、
前
半
を
７
位
で
ゴ
ー
ル
し
ま

し
た
。
後
半
は
４
位
と
健
闘
。
総
合
で

４
時
間
１６
分
４５
秒
の
タ
イ
ム
で
５

位
と
な
り
ま
し
た
。

●

韓
国
か
ら
研
修
生
が
来
町

日
韓
学
生
交
流
会

南
阿
蘇
と
韓
国
学
生
交
流
に
よ

る
韓
国

・
扶
餘
か
ら
の
研
修
グ
ル

ー
プ

「百
済
青
少
年
の
星
」
が
、

一
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
ま

で
の
三
日
間
南
阿
蘇
を
訪
れ
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
行
い
ま
し
た
。

本
町
に
も
学
生
や
引
率
者
七
人

が
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
四
家
族
の
家

に
分
か
れ
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行

い
、
日
本
の
生
活
体
験
を
し
ま
し

た
。二
十
三
日
に
は
、
あ
い
に
く
の

雪
の
中
阿
蘇
山
見
学
の
後
、
自
水

村
の
体
育
館
で
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
を

し
て
地
元
の
子
供
達
と
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

●

交流会でミニバレーを楽しむ研修生

(8)

自由に出入 りが出来る高森 トンネル前


